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Aided system for Real-time and Rapid Integration of Educational Data）への移行を
検討している。
新システムMARRIEDにはBACHELORで実現した機能を継承する他、BACHELOR
 
IIで提案した機能を追加し、さらに現在研究中のe-Learningシステムの基本概念を導入
することも視野にいれて検討を行っている。
BACHELORは様々な場所でのアドホック的な利用を前提としたシステムであったた
め、資源活用にかなりの制限が加えられていた。しかしながらMARRIEDではこれに対し
て特定の環境（共栄大学におけるネットワーク・コンピュータ環境）下で利用できる最大
限の資源を有効活用することを前提とするシステムとなる予定である。汎用性は薄れるが
システムとしての完成度はかなり向上すると考えられる。
5.2 むすび
運用してきたシステム及び構想したシステムを含めて一番のキーワードは「汎用性」で
ある。これらのシステムの構想段階では特定の環境下ではなく出来るだけ多くの場所で利
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用できることが最大のテーマであった。それはBACHELORの基本構想が、筆者が多数の
大学で非常勤講師をしていたときに考えたものであるからである。特定の環境下でのみ利
用できるシステムには当時の筆者にはほとんどメリットが無く、異なる環境をもつ大学で
おいても利用可能なものを開発することが最大の要求であった。それに対して現在では共
栄大学でのみ利用できるシステムへと関心が移行している、自らがおかれた立場の変化が
システムに対する要求を変化させている。また前節で述べたように特定の環境下を意識し
た場合さらにより高機能なものが提供できる。
またBACHELOR IIの構想のきっかけとなったのは、BACHELORと同様な機能を持
つシステムを通常の講義の授業でも使いたいというニーズを耳にしたのと筆者自身が大教
室で数百名の学生を相手に講義を行っていた経験から必要性を感じたためであるが、現在
では実習中心の授業へとシフトしているので関心が薄れてきている。ただ、現状ではまだ
まだ実際の授業に適用することは難しいがいつかは実用可能なものにしていきたい。
いずれにせよ出来るだけ早期にBACHELORからMARRIEDへの移行を実現したい
と考えている。
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